
 

うるま市立石川学校給食センター  

食育だより 第 10 号 

〒904-1103 うるま市石川赤崎 1-3-2 

Tel：098-965-3150 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1月の行事食・郷土食】 

6 日：お正月お祝い献立  

7 日：春の七草 

9 日：鏡開き（1/11） 

１６日：おむすびの日（1/17） 

１９日：食育の日 

～ 全国学校給食週間 ～ 

２６日：行事料理「ムーチー」 

２７日：うちなーお菓子「アガラサー」 

２８日：地場産物 

２９日：琉球料理 

３０日：地場産物 

【石川中学校1年生 職場体験】 

石川中学校の 1年生 4名が給食センターに職場体験にき

ました。野菜や果物を洗ったり、揚げ物を数えたり、大きな回転

釜で食材を混ぜ合わせたりと、調理員さんのお仕事を 2日間

体験しました。 

全国学校給食週間では、地場産物を活用した献立を中心に、

琉球料理や沖縄の行事食・おやつについてお伝えします。 

給食を通して、沖縄について学ぼう～！！ 
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石川センターでは、 

1/26（月）～1/30（金）に実施します。 

おうちで給食を話題にすると、

それぞれの思い出・好きな献

立が違っておもしろいですよ♪ 

厚揚げの豚キムチ炒めの 

調理をしてもらいました。 

ムーチーとアガラサーは

小学校・中学校、 

日を分けて提供します。 


